
(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　第１の棚及びこの第１の棚よりも上方に設けられた第２の棚を備えたラックに前記第１
及び第２の棚の間に載置された表示装置を固定する表示装置用固定具において、前記表示
装置に固定される第１の固定部材と、前記第２の棚の前記第１の棚との対向面に取り外し
可能に固定される第２の固定部材と、前記第１及び第２の固定部材を互いに連結する連結
部材と、を有し、前記第１及び第２の固定部材は、

ことを特徴とする表示装置用固定具。
【請求項２】
　前記連結部材の両端に穴が形成されており、前記第１及び第２の固定部材の前記穴に整
合する位置に穴が形成されており、前記連結部材及び第１の固定部材を貫通する穴に挿通
された第１の軸と、前記連結部材及び第２の固定部材を貫通する穴に挿通された第２の軸
と、を有することを特徴とする請求項 記載の表示装置用固定具。
【請求項３】
　前記第１の固定部材は、前記表示装置の最上部に固定されることを特徴とする

表示装置用固定具。
【請求項４】
　前記第１の固定部材は、両面接着テープにより前記表示装置に固定されることを特徴と
する請求項１乃至 のいずれか１項に記載の表示装置用固定具。
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前記表示装置の表示面及び水平線に垂
直な平面内で回転可能に前記連結部材に連結され、前記第２の固定部材は磁石を有し、前
記第２の棚は磁石が付着可能な物質からなる
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請求項１
又は２に記載の

３



【発明の詳細な説明】
【０００１】
【発明の属する技術分野】
本発明は、液晶表示装置等の薄型表示装置等を棚に固定する際に使用される表示装置用固
定具に関し、特に、表示装置の視認性の向上を図った表示装置用固定具に関する。
【０００２】
【従来の技術】
従来、パーソナルコンピュータに接続された液晶表示装置等の表示装置は、専用のラック
上又は机上に載置されている。専用のラックは、例えばパソコンラックとよばれ、表示装
置を載置する棚の上方には、その棚に一体化された他の棚が、例えばプリンタを載置する
ために設けられていることがある。
【０００３】
このようなパソコンデスクを使用することにより、パーソナルコンピュータ本体、表示装
置及びプリンタ等を少ないスペース内に収納することが可能となる。
【０００４】
【発明が解決しようとする課題】
しかしながら、上述のようなパソコンデスクに表示装置を載置した場合、プリンタの排紙
動作の際に振動が発生し、パソコンデスク全体が揺動し、表示装置が共振してしまう。こ
の結果、表示装置の視認性が低下するという問題点がある。
【０００５】
本発明はかかる問題点に鑑みてなされたものであって、表示装置の共振を抑えて表示装置
の視認性を向上することができる表示装置用固定具を提供することを目的とする。
【０００６】
【課題を解決するための手段】
　本発明に係る表示装置用固定具は、第１の棚及びこの第１の棚よりも上方に設けられた
第２の棚を備えたラックに前記第１及び第２の棚の間に載置された表示装置を固定する表
示装置用固定具において、前記表示装置に固定される第１の固定部材と、前記第２の棚の
前記第１の棚との対向面に取り外し可能に固定される第２の固定部材と、前記第１及び第
２の固定部材を互いに連結する連結部材と、を有し、前記第１及び第２の固定部材は、

ことを特
徴とする。
【０００７】
　本発明においては、第１の固定部材を表示装置に固定し、第２の固定部材を第２の棚に
取り外し可能に固定することにより、第１の棚の上に載置した表示装置が第２の棚にも固
定される。従って、第２の棚の上にプリンタを載置し、排紙させた結果、振動が発生した
としても、表示装置の共振は極めて発生しにくくなる。このため、視認性が向上する。ま
た、第１及び第２の固定部材が連結部材に
回転可能に連結されると共に、第２の固定部材は取り外し可能に第２の棚に固定されてい
るので、表示装置の表示面の向きを上下方向又は左右方向のいずれの方向で修正する場合
にも追従し、その向きが決定した後に、再度表示装置を第２の棚に固定することが可能で
ある。
【０００９】
更に、前記連結部材の両端に穴が形成されており、前記第１及び第２の固定部材の前記穴
に整合する位置に穴が形成されており、前記連結部材及び第１の固定部材を貫通する穴に
挿通された第１の軸と、前記連結部材及び第２の固定部材を貫通する穴に挿通された第２
の軸と、を有することができる。
【００１０】
更にまた、前記第１の固定部材は、前記表示装置の最上部に固定されることが好ましく、
前記第１の固定部材は、両面接着テープにより前記表示装置に固定されることができる。
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前
記表示装置の表示面及び水平線に垂直な平面内で回転可能に前記連結部材に連結され、前
記第２の固定部材は磁石を有し、前記第２の棚は磁石が付着可能な物質からなる

表示装置の表示面及び水平線に垂直な平面内で



【００１１】
【発明の実施の形態】
以下、本発明の実施例に係る表示装置用固定具について、添付の図面を参照して具体的に
説明する。図１は本発明の実施例に係る表示装置用固定具を示す側面図であり、図２は本
発明の実施例に係る表示装置用固定具を使用したパーソナルコンピュータユニット（以下
、パソコンユニットという）を示す斜視図である。
【００１２】
本発明の実施例に係る表示装置用固定具１０には、液晶表示装置等の表示装置５１に固定
される表示装置固定部材（第１の固定部材）１及びこの表示装置固定部材１に２個の軸２
を介して連結された連結部材３が設けられている。連結部材３は、例えば互いに平行な２
枚の平行板部３ａ及びこれらを連結する連結板部３ｂから構成される。連結部材３は、表
示装置５１の表示面及び水平線に垂直な平面内で回転可能な状態で表示装置固定部材１に
連結されている。また、連結部材３の他端には、軸４を介して棚固定部材５が連結されて
いる。棚固定部材５は、表示装置５１の表示面及び水平線に垂直な平面内で回転可能な状
態で連結部材３に連結されている。更に、棚固定部材５には磁石６が固定されている。本
実施例では、棚固定部材５及び磁石６から第２の固定部材が構成されている。磁石６は表
示装置５１が載置された棚５２の上段に配置された棚５３の下面に取り外し可能に固定す
る。棚５３上には、図２に示すように、例えばプリンタ５４が載置される。
【００１３】
なお、表示装置固定部材１は、例えば両面接着テープにより表示装置５１に固定されるが
、その固定の方法は特に限定されるものではない。
【００１４】
このように構成された表示装置用固定具１０は、表示装置固定部材１を表示装置５１に固
定し、磁石６を磁石が固定可能な棚５３の下面に取り外し可能に固定して表示装置５１と
その上段の棚５３との間に取り付けられる。従って、プリンタ５４が排紙動作を行った結
果、そこから振動が棚５２まで伝達したとしても、表示装置５１の振動が著しく抑制され
る。従って、視認性が向上する。
【００１５】
次に、上述のように構成された本実施例に係る表示装置用固定具１０の変形動作について
説明する。
【００１６】
先ず、表示面を表示面及び水平線に垂直な面内で傾けた場合、即ち表示面を上方又は下方
のみに傾けた場合の変形動作について説明する。図３乃至図５は図２に示す状態から表示
装置５１の表示面を上方に傾けた状態を示す図であって、図３はパソコンユニットを示す
斜視図、図４及び図５は、夫々表示装置用固定具１０を示す斜視図、側面図である。
【００１７】
例えば表示装置５１の上部に固定された表示装置固定部材１は、表示面が上方又は下方に
傾けられると、それに追従して棚５２の表面に対して傾斜すると共にその位置が移動する
。そして、表示装置固定部材１の傾斜及び移動に伴って、軸２及び５を回転軸として連結
部材３が表示面及び水平線に垂直な面内で回転すると共に、移動する。また、棚５３の下
面に固定した磁石６に固定された棚固定部材５は、磁石６が棚５３の下面に倣いながら、
連結部材３の移動に伴って移動する。この結果、表示面の傾斜後においても、表示装置５
１が表示装置用固定具１０を介して棚５３に固定されることとなり、表示装置５１の振動
が抑制される。
【００１８】
なお、表示面を下方に傾けた場合も同様である。
【００１９】
次に、表示面を表示面に垂直で水平線を含む面内で傾けた場合、即ち表示面を左方又は右
方のみに傾けた場合の変形動作について説明する。図６は表示装置５１の表示面が任意の
方向を向いた状態を示す斜視図、図７は図６に示す状態から表示面を左回転させた状態を
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示す斜視図、図８は図６に示す状態から表示面を右回転させた状態を示す斜視図である。
【００２０】
例えば表示装置５１の上部に固定された表示装置固定部材１は、表示面が左回転されると
、それに追従して左回転すると共に、移動する。そして、表示装置固定部材１の傾斜及び
移動に伴って、連結部材３が左回転すると共に、移動する。また、棚５３の下面に固定し
た磁石６に固定された棚固定部材５は、磁石６が棚５３の下面に倣いながら、連結部材３
の移動に伴って左回転すると共に、移動する。この結果、図７に示すように、表示面の左
回転後においても、表示装置５１が表示装置用固定具１０を介して棚５３に固定されるこ
ととなり、表示装置５１の振動が抑制される。
【００２１】
表示面が右回転された場合にも、図８に示すように、表示装置５１が表示装置用固定具１
０を介して棚５３に固定されることとなり、表示装置５１の振動が抑制される。
【００２２】
また、表示面が水平方向に回転し、且つ、垂直方向に傾斜した場合にも、これらの組み合
わせの変形動作により、表示装置５１が表示装置用固定具１０を介して棚５３に固定され
る。
【００２３】
なお、連結部材３の長さは、固定長とする必要はなく、表示装置５１の高向きに追従して
可変なものとすることが好ましい。
【００２４】
また、表示装置は液晶表示装置に限定されるものではなく、例えば陰極線管（ＣＲＴ： Ca
thode-Ray Tube）ディスプレイであってもよい。
【００２５】
【発明の効果】
以上詳述したように、本発明によれば、第１の固定部材を表示装置に固定し、第２の固定
部材を第２の棚に取り外し可能に固定することにより、第１の棚の上に載置した表示装置
を第２の棚にも固定することができる。従って、第２の棚の上にプリンタを載置し、排紙
させた結果、振動が発生したとしても、表示装置の共振を著しく抑制することができるた
め、視認性を向上させることができる。
【図面の簡単な説明】
【図１】本発明の実施例に係る表示装置用固定具を示す側面図である。
【図２】本発明の実施例に係る表示装置用固定具を使用したパーソナルコンピュータユニ
ットを示す斜視図である。
【図３】図２に示す状態から表示装置５１の表示面を上方に傾けた状態のパソコンユニッ
トを示す斜視図である。
【図４】図２に示す状態から表示装置５１の表示面を上方に傾けた状態の表示装置用固定
具１０を示す斜視図である。
【図５】図２に示す状態から表示装置５１の表示面を上方に傾けた状態の表示装置用固定
具１０を示す側面図である。
【図６】表示装置５１の表示面が任意の方向を向いた状態を示す斜視図である。
【図７】図６に示す状態から表示面を左回転させた状態を示す斜視図である。
【図８】図６に示す状態から表示面を右回転させた状態を示す斜視図である。
【符号の説明】
１；表示装置固定部材
２、４；軸
３；連結部材
５；棚固定部材
６；磁石
１０；表示装置固定具
５１；表示装置
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５２、５３；棚
５４；プリンタ

【 図 １ 】 【 図 ２ 】
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【 図 ３ 】 【 図 ４ 】

【 図 ５ 】

【 図 ６ 】 【 図 ７ 】
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【 図 ８ 】
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